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共同研 究報告　ジ ェ ン ダー と人権に 関す る研究

1 ．研究題 目　 ジ ェ ン ダーと人権に 関す る研究

2 ．研究担 当者 ： 安川悦子 （現代社会学科）、森正 （現代社会学科〉、久 田絢子 （現代社会学科）、

　　　　　　　 野 中壽子 （人 間科学科）石州洋明 （現代社会学科）

3 ．研究 目的 ：

　　ジ ェ ン ダー
と人権に 関す る理論 的 ・実証 的研究

　　 （1 ）ジ ェ ン ダ
ー

に 関す る研 究環境整備お よ び 理論 的研究

　　 （2 ）本学に お ける ジェ ン ダー
と人 権をめ ぐる調査研究

4 ．研究成果 ：

　　上記 の 目的 （1＞ （2 ）それ ぞれ に 関す る成果 は、おお よそ以 下の 通 り。

（1）本 学部の 前身の
一

つ で あ る名古屋市立女子短 期大学は 、
ジ ェ ン ダー研究の 環境整備の ため 、

本学部発足 以前か ら女性 問題 関係図書 ・文献の 充実を図 っ て きた 。 それ は本学部発足当時に本学

に 引き継 がれ、それ に加える形で 引き続き関係 図書 ・文献 の 充実が 図 られ て きた a

　現在、総合情報セ ン タ
ー

山 の 畑分館 の
一

角に 「女性問題資料」 と して 所蔵 され て い る こ れ らの

図書 ・文献を整理 し、名 占屋市立 女子短期大学で 作成 され た図書 ・文献解題 目録 の 補遺を作成す

る こ とが 、こ れ らの 資料 を活 か し、本学にお け るジ ェ ン ダー研 究の 環境を整 備す るため に有効で

ある と考 え、本 プ ロ ジ ェ ク トで は、こ れ まで の 解題 目録 の 不備をチ ェ ッ クする と ともに 、
2000年

3 月 まで に整理 された もの に つ い て の 解題 を作成 した 。さらに 今後の 図書 ・文献解題 目録 と して

利用 の 便を考慮 し、作業を女性 問題 関係文献 目録刊行会に 依頼 し て 、CD − ROM 「女性 問題 関

係 ・図書 ・文献解題 目録 」 を作成 した 。

（2 ）本 学にお ける ジ ェ ン ダーと人権 をめ ぐる 調査 の 基礎作業 と して、セ ク シ ュ ア ル ・
ハ ラ ス メ

ン ト （以 下 SH と略記）に 関する研究をお こ な っ た 。 主 な内容は 、〔1 〕啓発活動 に 関す る検討 、

［2 〕調 査質問紙 作成 の た め の 準備 作業、で ある。

　 〔1〕 に お い て は 、主 に学 内啓発 ポ ス タ
ーの 伝 える メ ッ セ

ー
ジが検討 され た 。 た とえば本学の

ポ ス タ
ー

にお い て は 、「人 格を傷 つ け、侵 害す る行 為 」 と い う文言が明記 され、人権に 対す る問

題性が 明 らか にな っ て い る点が評 価 され たが 、「気軽に相談を」 と い う文言が 、相談 ・告発 の き

わ め て 困難な SH の 実情 を反 映 して い ない 点で 評価 を下げた 。 また 、「不快 を感 じた らや め る よ

うに 意思表示 」 以 下 の 文言は 、意思表示 で きな い 立場 に
一定の 理 解を示 し た文言に は な っ て い る
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が 、
「意思表示」 が最初に くるこ とで読み 手 に与えるプ レ ッ シ ャ

ー
に い ささか の懸念が残 っ た。

　他大学の例 で は 、た とえば愛知教育大学の 「セ ク シ ュ ア ル ・ハ ラス メ ン トは なくす こ とがで き

る し、な くさなけれ ばな らない 」 とい っ た 文言 が 、防止 へ の 強 い 意志 を感 じさせ る点で 評価が 高

か っ た 。

　 〔2 〕で は、質問紙の 構成 ・文言等 の 検討 をお こ な っ た 、 北仲 ・高島の 論文 に よれば、 SH 調

査が 明 らか に し よ うとす る もの は さまざまで ある 。 そ れ は大 き く分 ければ 「被害実態」 と 「意

識 」 の 2 つ に 分か れる。被害は 、経験 の 有無の み を聞くもの か らよ り くわ し い 行為 内容やそ の と

き の 気 もちな ども聞 くもの ま で 細か くバ リエ
ー

シ ョ ン が ある。意識は大まか には 「概念認 知度」

「SH 問題に対す る態度」 「対策 ・施策 につ い て の 意見」 の 3 つ に 分かれ、そ の 中で さらに 細か

い バ リエ ーシ ョ ン が ある。

　これ ら を参考に
、 実際 の SH 調査 質問紙試案の 設計をお こな っ た 。 設計 の 方針 と して 、い くつ

か の 属性項 目や意識項 目と、被害の 認知や防止 意識な どとの 相互 関係が 、少 な くと もカイ ニ 乗検

定の レ ベ ル で検出 で きる こ とをめ ざした e

　設計 の 過 程 で
、 学生部よ り、本学内で の SH 調 査実施 の 意向が 示 され 、　 SH 学内相談員に対 し

て 調査方法 ・内容な どにつ い て の 意見が求め られ た。本プ ロ ジ ェ ク トメ ン バ ーの何人 か は学内相

談員の任にあ っ たた め、質問の趣 旨も勘案 し、本研 究で の 今ま で の成果 にもとつ い た 意見書 を提

出 した 。 お そ らくは今後、こ の 研究成果 の
一部を生 かす形 で 本学内で の SH 調査がお こ なわれ る

もの と思われ る 。 実地 の 調査 に研究成果 を生かす べ く、今後 とも努力 し て い きた い
。
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